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その抽象的な写真で、安瀬英雄（東京、日本）は特有の記憶の記録方法を探る。
Unseenでは21世紀型の「記憶」の在り方を提示する。

安瀬英雄
（東京、日本）

KANA KAWANISHI GALLERY

作品を見た瞬間、安瀬英雄の作品にある光を発する色の層は、なにか特定の情景を思い出さ
せるわけではない。明るく抽象的で幾何学的な模様は、何か特定の事象、時間、場所につい
て表しているようには見えず、日常に根付いた物語を紡ぎ出すような形に見えるわけでもない。
しかしながら安瀬の新作《Stripe(50Hz)》シリーズは、実は記録することへの衝動に深く関わっ
ている。安瀬の撮る作品は明確かつ概念的な写真の手法を用いて、記憶にアプローチする独
特な方法を示し、様々な種類の情報の価値や私たちがその価値をどう処理するのか、これらに
対して疑問を投げかける。

《Stripe(50Hz)》は、蛍光灯をデジタルカメラで撮影した際に起こるフリッカー現象への探求で
ある。2011年３月東日本大震災の後に、福島に被害をもたらした原子力発電所での事故を
きっかけに、東京電力は節電キャンペーンや計画停電を行った。安瀬はこの時から、東日本／
東京エリアで供給される50Hzの周波数の電力によって作り出される色の縞模様を意図的に収
集し始めた。光から浮かび上がるその見慣れない形は、東京の鮮やかな景色へのオマージュ
でもある。「東京は色彩の街です。街全体が昼も夜も24時間ネオンで鮮やかな色彩に溢れてい
ます。私の作品よりそのような印象を受けるとするならば、それは私自身が、自分の住んでいる
街に影響を少なからず受けているからかも知れません。」と、安瀬は述べている。

これら光の記録は抽象的な時と場所の記録であり、先に起こった大事故のかすかな痕跡でもあ

る。「わたしは50Hzの商用周波数地域に住んでいるものですから、その電力会社が作りだす光
の下で今も暮らしているのです。その光を日々記録することはこの忘れることのできない記憶の

記録なのです。」

日常的な写真の新習慣に着目する安瀬は、《Stripe(50Hz)》ではローファイな撮影技法を用い
ながら、即時的なヴァナキュラー写真（ある土地に固有の写真）として日々撮影を重ねている。
カラーパターンはiPhoneで記録され、撮影したすべての写真はTwitterにアップロードされてい
る。デジタル写真の一枚一枚には、レンズの焦点距離、露出、日時を含めた大量の詳細情報
が含まれている。幻覚にも近い縞模様の光は、記憶をつくりあげるものとは何であるかを、また
大量のデータ記録は、写真が果たして視覚的形体だけで理解され得るものであるのかを、わた
したちに問いかける。

安瀬《Stripe(50Hz)》は、現代的な視点で写真をみたときに浮かび上がってくる、
極めて21世紀的な記憶の方法なのかも知れない。
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